
A会場
（弥生講堂・一条ホール）

B会場
（農学部２号館　第１講義室）

C会場
（農学部２号館　第３講義室）

1100::0000--1111::0000 分分子子認認識識・・超超分分子子・・モモデデルル系系
座座長長：：廣廣田田　　俊俊（（奈奈良良先先端端大大院院物物質質））

核核酸酸関関連連
座座長長：：植植木木亮亮介介（（東東大大院院工工））

11--0011

薬薬剤剤耐耐性性をを誘誘導導ししなないいカカリリッッククススアアレレーーンン抗抗菌菌
剤剤ののデデザザイインン
○○安安原原　　主主馬馬・・木木畑畑　　秀秀仁仁・・中中野野　　卓卓斗斗・・菊菊池池
純純一一
（（奈奈良良先先端端大大院院物物質質））

液液滴滴ママイイククロロ流流体体シシスステテムムをを用用いいたたRRNNAA酵酵素素のの
実実験験進進化化
○○松松村村　　茂茂祥祥・・井井川川　　善善也也・・AAnnddrreeww
GGrriiffffiitthhss
((富富山山大大院院理理工工・・EESSPPCCII  PPaarriiss))

11--0022

超超分分子子ナナノノフファァイイババーーのの相相互互作作用用にによよるるリリポポ
ソソーームムのの形形状状制制御御
○○杉杉川川　　幸幸太太・・高高松松　　佑佑太太郎郎・・安安原原　　主主馬馬・・池池
田田　　篤篤志志
（（広広島島大大院院工工・・奈奈良良先先端端大大院院物物質質））

修修飾飾DDNNAAアアププタタママーーをを用用いいたた機機能能性性フフィィブブリリンン
ゲゲルルのの創創製製とと細細胞胞増増殖殖にに及及ぼぼすす効効果果
○○藤藤田田　　博博仁仁・・井井上上　　裕裕介介・・桑桑原原　　正正靖靖
((群群馬馬大大院院理理工工))

11--0033

ルルテテニニウウムム((IIIIII))--オオキキシシルル錯錯体体のの生生成成ととそそのの反反応応
性性
○○下下山山　　祥祥弘弘・・石石塚塚　　智智也也・・小小谷谷　　弘弘明明・・塩塩田田
淑淑仁仁・・吉吉澤澤　　一一成成・・三三枝枝　　馨馨・・小小倉倉　　尚尚志志・・岡岡
島島　　敏敏浩浩・・野野澤澤　　俊俊介介・・小小島島　　隆隆彦彦
（（筑筑波波大大院院数数物物・・九九大大先先導導研研・・兵兵庫庫県県立立大大生生
命命・・SSAAGGAA--LLSS・・KKEEKK・・CCRREESSTT））

周周囲囲のの環環境境にに応応じじてて機機能能がが変変化化すするるススママーートトアア
ププタタママーーのの創創製製
○○池池袋袋　　一一典典・・塚塚越越　　かかおおりり・・西西尾尾　　真真初初・・高高
野野　　勇勇太太・・松松本本　　大大亮亮・・山山岸岸　　彩彩奈奈・・加加藤藤　　義義
雄雄・・中中村村　　史史
((東東京京農農工工大大学学生生命命工工・・産産総総研研ババイイオオメメデディィカカ
ルル))

1111::1100--1122::1100 ペペププチチドド・・蛋蛋白白・・酵酵素素
座座長長：：杉杉川川　　幸幸太太（（広広島島大大院院工工））

核核酸酸関関連連
座座長長：：桑桑原原　　正正靖靖  ((群群馬馬大大院院理理工工))

11--0044

リリンン脂脂質質ババイイセセルルをを用用いいたた膜膜結結合合シシトトククロロムムcc
のの動動的的挙挙動動にに関関すするる溶溶液液NNMMRR解解析析
○○長長尾尾　　聡聡・・小小林林　　紀紀・・廣廣田田　　俊俊
((奈奈良良先先端端大大物物質質))

mmiiRRNNAAのの成成熟熟過過程程をを解解析析すするる色色素素導導入入型型pprree--
mmiiRRNNAAのの開開発発
○○神神谷谷　　由由紀紀子子・・神神元元　　寛寛・・浅浅沼沼　　浩浩之之
((名名大大院院工工))

11--0055

ココリリネネババククテテリリアア由由来来HHttaaAA//HHttaaBBにによよるるヘヘムム
認認識識とと輸輸送送のの分分子子基基盤盤
○○村村木木　　則則文文・・青青野野　　重重利利
((分分子子研研・・岡岡崎崎統統合合ババイイオオ))

高高分分子子核核酸酸医医薬薬のの低低分分子子化化戦戦略略：：細細胞胞内内ビビルルドド
アアッッププ法法のの開開発発
○○木木村村　　康康明明・・丸丸山山　　豪豪斗斗・・笈笈川川　　涼涼太太・・早早川川
真真由由・・辻辻　　厳厳一一郎郎・・松松田田　　彰彰・・阿阿部部　　奈奈保保子子・・
周周東東　　智智・・伊伊藤藤　　嘉嘉浩浩・・阿阿部部　　洋洋
((名名大大院院理理・・北北大大院院薬薬・・理理研研))

11--0066

ドドメメイインンのの酵酵素素的的連連結結にによよるるシシトトククロローームム
PP445500のの高高機機能能化化
○○愛愛場場　　雄雄一一郎郎・・大大村村　　慧慧太太・・松松本本　　彩彩香香・・荘荘
司司　　長長三三・・渡渡辺辺　　芳芳人人
((名名大大院院理理・・JJSSTT--CCRREESSTT・・名名大大物物国国セセ))

蛍蛍光光分分子子ラライイブブララリリーーととリリボボヌヌククレレオオペペププチチドド
リリセセププタターーをを利利用用ししたたセセンンササーーのの作作製製
○○仲仲野野　　瞬瞬・・田田村村　　友友樹樹・・DDaass　　RRaajj  KKuummaarr・・
中中田田　　栄栄司司・・CChhaanngg　　YYoouunngg--TTaaee・・森森井井　　孝孝
((京京大大エエネネ研研・・シシンンガガポポーールル国国立立大大学学))

            第11回バイオ関連化学シンポジウム　プログラム
         9月７日（木） 午前

                                                      休休憩憩（（1100分分））

                                                      昼昼食食休休憩憩（（7700分分））
                                              （（BB会会場場  1122::2255  ～～  1133::1100::  五五稜稜化化薬薬株株式式会会社社  ラランンチチョョンンセセミミナナーー））

野中洋



A会場
（弥生講堂・一条ホール）

B会場
（農学部２号館　第１講義室）

C会場
（農学部２号館　第３講義室）

13:20-14:20 ペプチド・蛋白・酵素
座長：王子田　彰夫（九大院薬）

分子認識・超分子・モデル系
座長：村木　則文（分子研）

分析・計測・センサー・デバイス・その他
座長：中田　栄司（京大エネ研）

1-07

PQQピラノース脱水素酵素の触媒ドメインの電
気化学反応
○武田　康太・楠岡　諒・吉田　誠・五十嵐
圭日子・鮫島　正浩・Birrell　James・
Reijerse　Edward・Lubitz　Wolfgang・大
野　弘幸・中村　暢文     (東京農工大院工・東
京農工大院農・東大院農・MPI-CEC)

二価鉄イオン蛍光プローブの構造最適化とハイ
スループットアッセイへの展開
○平山　祐・丹羽　正人・廣澤　舟作・永澤
秀子
(岐阜薬大)

1-08

触媒的タンパク質ラベル化法の開発と応用
○佐藤　伸一・對馬　理彦・羽田野　兼資・中
村　浩之
(東工大化生研)

高転移性マウス乳癌細胞の転移機構に関わる中間
径フィラメントネスチンにおけるテール領域の機
能解析
○山岸　彩奈・高野　勇太・須崎　萌・岡田　知
子・中村　史　(産総研バイオメディカル・東京農
工大院工生命工)

アクロレイン・アジドのクリック反応に基づく
生細胞アクロレイン検出
○PRADIPTA　Ambara R・藤井　素子・伊藤
昭博・新　真由美・吉田　稔・田中　克典
（理研・田中生体機能合成研・環境資源科セ・
東京薬大・カザン大・JSTさきがけ)

1-09

リガンド指向性NASA化学による蛋白質ラベリ
ング：反応速度解析と創薬への展開
○田村　朋則・上田　毅・後藤　大輝・月館
拓・浜地　格
(京大院工)

糸状菌メロテルペノイドの複雑骨格構築に関わる
α-ケトグルタル酸依存性 ジオキシゲナーゼの構
造機能解析　○中嶋　優・森　貴裕・淡川　孝
義・星野　翔太郎・岡田　正弘・千田　美紀・千
田　俊哉・阿部　郁朗   (東大院薬・高エネ機構・
物構研・構造生物)

活性イオウ種の可逆的可視化を指向した蛍光プ
ローブの開発と生細胞イメージングへの展開
○梅澤　啓太郎・吉田　昌史・神谷　真子・浦
野　泰照
(東大院薬・東大院医・JSTさきがけ・AMED
CREST)

14:30-15:30 ペプチド・蛋白・酵素
座長：田村　朋則（京大院工）

分子認識・超分子・モデル系
座長：愛場　雄一郎（名大院理）

糖・脂質・分析・計測・センサー・デバイス
座長：田中　克典（理研）

1-10

CFAケミストリーを利用した標的タンパク質特
異的な不可逆阻害
○渕田　大和・進藤　直哉・佐藤　磨美・初山
勇次・三浦　千鶴・岡本　恵・渡　公佑・小野
眞弓・王子田　彰夫　（九大院薬)

コヒーレントに動的でオーセチックな二次元タン
パク質結晶の自己集合　○Yuta Suzuki・
Giovanni Cardone・David Restrepo・Pablo D.
Zavattieri・Timothy S. Baker・F. Akif Tezcan
(UCSD・ Purdue Univ.)

ピレンC-グリコシド誘導体の合成と光増感剤へ
の応用
○金森　功吏・松山　央・内藤　秀則・尾迫
佳樹・小倉　俊一郎・湯浅　英哉
(東工大生命理工)

　1-11

DNAを足場として用いた複数ペプチド断片の同
時連結反応
○林　剛介・梁瀬　将史・岡本　晃充
(東大院工・東大先端研)

神経変性疾患関連凝集タンパク質を標的とした分
解誘導剤の創製
○野村　さやか・友重　秀介・山下　博子・大金
賢司・橋本　祐一・石川　稔
(東大分生研)

生体組織の空間的遺伝子発現分布を捉える組織
ピッキングシステム
○細川　正人・依田　卓也・高橋　清文・松永
浩子・坂梨　千佳子・有川　浩司・竹山　春子
(早大・ナノライフ創新研・JSTさきがけ・早大
院先進理工・生医・CBBD-OIL)

1-12

微小管内部への分子導入を指向したTauタンパ
ク質由来ペプチドの開発
○稲葉　央・山本　昂久・Kabir　Arif Md.
Rashedul・角五　彰・佐田　和己・松浦　和
則　(鳥取大院工・北大院理)

核酸をベースとした糖鎖ライブラリーの拡張とレ
クチン・ウイルスとの分子認識
狩野　徳士・小林　真依・西岡　尭之・山部　美
幸・○江原　靖人
(神戸大院人間発達)

細胞高集積化デバイスを用いたがん細胞分泌タ
ンパク質のシングルセル解析
○前田　義昌・太田　健人・畠山　慶一・吉野
知子・田中　剛　　(東京農工大院工・静岡県立
静岡がんセンター研　遺伝子診療研究部)

15:40-16:40 ペプチド・蛋白・酵素
座長：林　剛介（東大院工）

分子認識・超分子・モデル系
座長：荘司　長三（名大院理）

分析・計測・センサー・デバイス
座長：平山　祐（岐阜薬大）

1-13

曲率誘導性を有する両親媒性ヘリックスペプチ
ドによるオクタアルギニンの膜透過促進
○河野　健一・村山　知・益田　俊博・二木
史朗
(京大化研)

単核銅中心における酸素の活性化
Sayantan　Paria・森本　祐麻・杉本　秀樹・藤
枝　伸宇・○伊東　忍
(IIIT Delhi・阪大院工・阪府大院生環)

炭酸脱水酵素阻害薬の迅速スクリーニング法の
開発　　　　○南　豪・Koutnik　Petr・
Shcherbakova　Elena・Gozem　Samer・
Caglayan　Mehmet・Anzenbacher　Pavel
(東大生研・ボーリンググリーン州立大化・南カ
リフォルニア大化)

1-14

アルギニンペプチドとピレンブチレートを用い
たミトコンドリアへの効率的な薬物送達
○中瀬　生彦・片山　未来・中瀬　朋夏・藤井
郁雄・二木　史朗         (阪府大
NanoSquare・阪府大院理・武庫女大薬・京大
化研)

二核銅錯体が触媒するベンゼンの直接酸化による
高速・高選択的フェノール合成　○小寺　政人・
辻　朋和・Antonius Andre Zaoputra・人見
穣・三枝　薫・小倉　尚志・塩田　芳人・吉澤
一成・佐藤　寛泰     (同志社大理工・兵庫県立大
理・九大先導研・株リガク応用セ・CREST)

電気化学カラーイメージングによる細胞呼吸活
性、分泌活性、酵素活性評価
○伊野　浩介・菅野　佑介・小野寺　岳大・須
田　篤史・國方　亮太・末永　智一・珠玖　仁
(東北大院工・東北大院環・ 日本航空電子・日本
航空電子)

1-15

メトトレキサート新規標的タンパク質マクロ
ファージ遊走阻害因子の構造機能解析　○松村
洋寿・杉島　小雪・面川　歩・布村　渉・堂前
直・尾高　雅文・廣川　誠・涌井　秀樹
(秋大院・理工・医・理研・環境資源科セ)

鉄3価ヘム次亜塩素酸錯体のO-Cl結合開裂に対す
る配位子の効果
○横田　紗和子・藤井　浩
(奈良女大院人間文化)

キネシン駆動型運動界面による接着細胞の力学
刺激環境構築
○川村　隆三・横山　剛志・上原　大樹・小林
成貴・中林　誠一郎・吉川　洋史
(埼大院理工・埼大理基化)

16:50-18:20 ポスター発表 1PB-01 ～ 1PB-81 （1PB01～21; 会議室、1PB22～81; セイホクギャラリー）
16:50-17:35 奇数番号　　　　17:35-18:20 偶数番号

            第11回バイオ関連化学シンポジウム　プログラム
         9月７日（木） 午後

                           休憩（10分）   

                           休憩（10分）   

                           休憩（10分）   



A会場
（弥生講堂・一条ホール）

B会場
（農学部２号館　第１講義室）

C会場
（農学部２号館　第３講義室）

99::3300--1100::3300 核核酸酸関関連連
座座長長：：樫樫田田　　啓啓（（名名大大院院工工））

ペペププチチドド・・蛋蛋白白・・酵酵素素
座座長長：：藤藤枝枝伸伸宇宇（（阪阪府府大大院院生生命命環環境境））

ペペププチチドド・・蛋蛋白白・・酵酵素素
座座長長：：山山口口　　哲哲志志（（東東大大先先端端研研））

22--0011

制制限限さされれたた空空間間ででののググアアニニンン四四重重鎖鎖のの物物性性
○○遠遠藤藤　　政政幸幸・・SShhrreesstthhaa　　PPrraakkaasshh・・
JJoonncchhhhee　　SSaagguunn・・江江村村　　智智子子・・日日高高　　久久美美・・
杉杉山山　　弘弘・・MMaaoo　　HHaannbbiinn
((京京大大iiCCeeMMSS・・ケケンントト州州立立大大・・京京大大院院理理))

ココレレララ菌菌由由来来ヘヘムム分分解解酵酵素素HHuuttZZののヘヘムム分分解解機機
構構のの詳詳細細
○○内内田田　　毅毅・・道道順順　　暢暢彦彦・・関関根根　　由由可可里里・・石石森森
浩浩一一郎郎
((北北大大院院理理・・北北大大院院総総合合化化学学))

細細胞胞内内タタンンパパクク質質結結晶晶のの機機能能創創出出
○○安安部部　　聡聡・・厚厚見見　　晃晃平平・・笠笠松松　　誠誠・・三三浦浦　　晃晃
太太郎郎・・上上野野　　隆隆史史
((東東工工大大生生命命理理工工))

22--0022

ヒヒトトテテロロメメアアRRNNAAのの構構造造及及びび生生化化学学機機能能
○○徐徐　　岩岩・・石石塚塚　　  匠匠・・肖肖　　  潮潮達達・・劉劉　　暁暁・・鮑鮑
宏宏亮亮
((宮宮崎崎大大学学医医学学部部))

ママンンガガンンポポルルフフィィセセンン錯錯体体をを含含むむヘヘムムタタンンパパクク
質質のの水水酸酸化化触触媒媒活活性性評評価価
○○大大洞洞　　光光司司・・新新田田　　航航介介・・千千葉葉　　夏夏乃乃・・林林
高高史史　　((阪阪大大院院工工・・JJSSTTささききががけけ))

人人工工蛋蛋白白質質ナナノノブブロロッックク((PPNN--BBlloocckkss))にによよるる  自自
己己組組織織化化超超分分子子ナナノノ構構造造複複合合体体のの創創出出
小小林林　　直直也也・・木木村村　　尚尚弥弥・・○○新新井井　　亮亮一一
((信信州州大大繊繊維維・・信信州州大大菌菌類類微微生生物物セセ))

22--0033

RRGGBB--11をを用用いいたたRRNNAA四四重重鎖鎖をを持持つつmmRRNNAAのの探探
索索
○○勝勝田田　　陽陽介介・・佐佐藤藤　　慎慎一一・・上上杉杉　　志志成成・・井井上上
舞舞美美・・北北村村　　裕裕介介・・萩萩原原　　正正規規・・井井原原　　敏敏博博
((熊熊本本大大院院先先端端・・京京大大化化研研・・京京大大化化研研・・京京大大
iiCCeeMMSS・・弘弘大大理理工工))

脱脱窒窒カカビビ一一酸酸化化窒窒素素還還元元酵酵素素のの反反応応中中間間体体のの配配
位位・・電電子子構構造造解解析析
○○城城　　宜宜嗣嗣・・當當舍舍　　武武彦彦・・野野村村　　高高志志・・杉杉本本
宏宏・・久久保保　　稔稔
((兵兵庫庫県県立立大大理理・・理理研研放放射射光光科科学学総総研研セセ))

直直交交性性をを有有すするるモモジジュューールル型型アアダダププタターーにによよるる
複複数数のの酵酵素素をを配配置置ししたた分分子子ススイイッッチチボボーードド
○○中中田田　　  栄栄司司・・NNGGUUYYEENN　　TThhaanngg・・才才村村　　正正
幸幸・・DDIINNHH　　HHuuyyeenn・・森森井井　　孝孝
((京京大大エエネネ研研))

                                                      休休憩憩（（１１００分分））

1100::4400--1122::1100
ポポススタターー発発表表  22PPAA--0011  ～～  22PPAA--8811  （（22PPAA0011～～2211;;  会会議議室室、、22PPAA2222～～8811;;  セセイイホホククギギャャララリリーー））

1100::4400--1111::2255  奇奇数数番番号号　　　　　　　　1111::2255--1122::1100  偶偶数数番番号号

                                                      昼昼食食休休憩憩（（7700分分））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （（CC会会場場  1122::2200  ～～  1133::1100::  株株式式会会社社  島島津津製製作作所所  ラランンチチョョンンセセミミナナ̶̶））

            第11回バイオ関連化学シンポジウム　プログラム
         9月8日（金） 午前



A会場
（弥生講堂・一条ホール）

B会場
（農学部２号館　第１講義室）

C会場
（農学部２号館　第３講義室）

1133::2200--1144::4400 核核酸酸関関連連
座座長長：：石石塚塚　　  匠匠（（宮宮崎崎大大学学医医学学部部））

ペペププチチドド・・蛋蛋白白・・酵酵素素
座座長長：：人人見見　　穣穣（（同同志志社社大大理理工工））

分分析析・・計計測測・・セセンンササーー・・デデババイイスス
座座長長：：田田邉邉　　一一仁仁（（青青山山学学院院大大理理工工））

22--0044

55́́おおよよびび33́́末末端端ににアアシシルル基基をを有有すするる環環状状オオリリゴゴ
ヌヌククレレオオチチドドのの合合成成とと性性質質
○○西西澤澤　　周周平平・・橋橋本本　　律律・・三三宅宅　　優優・・金金森森　　功功
吏吏・・湯湯浅浅　　英英哉哉・・大大窪窪　　章章寛寛
((東東工工大大院院生生命命))

紅紅色色光光合合成成細細菌菌のの光光捕捕集集タタンンパパクク質質LLHH22のの色色素素
置置換換とと分分光光特特性性解解析析
○○佐佐賀賀　　佳佳央央・・宮宮城城　　貫貫志志・・甘甘利利　　健健太太・・山山下下
眞眞花花・・廣廣田田　　圭圭耶耶・・淺淺川川　　雅雅
((近近畿畿大大理理工工・・金金沢沢大大院院自自然然・・金金沢沢大大ババイイオオ
AAFFMMセセ・・JJSSTTささききががけけ))

シシククロロオオレレフフィィンンポポリリママーーCCOOPP表表面面にに対対すするるホホ
フフママイイススタターー効効果果にに依依存存ししたたタタンンパパクク質質吸吸着着制制
御御
○○長長門門石石　　曉曉・・藤藤田田　　梨梨紗紗子子・・足足達達　　慧慧・・西西岡岡
寛寛哉哉・・二二宮宮　　英英隆隆・・彼彼谷谷　　高高敏敏・・高高井井　　ままどど
かか・・津津本本　　浩浩平平　　((東東大大医医科科研研・・院院工工・・新新領領
域域・・日日本本ゼゼオオンン・・ココニニカカミミノノルルタタ))

22--0055

パパララレレルル44本本鎖鎖DDNNAAにに結結合合すするる環環状状ナナフフタタレレンン
ジジイイミミドドのの開開発発
江江崎崎　　侑侑吾吾・・峰峰松松　　宏宏樹樹・・竹竹内内　　龍龍佑佑・・佐佐藤藤
友友香香・・佐佐藤藤　　ししののぶぶ・・○○竹竹中中　　繁繁織織
((九九工工大大院院工工・・九九工工大大工工・・九九工工大大RRCCBBTT))

ヘヘムムをを介介ししたたセセロロビビオオーーススデデヒヒドドロロゲゲナナーーゼゼのの
表表面面固固定定化化：：ドドメメイインン間間fflliipp--ffllooppモモーーシショョンンのの
観観察察
○○小小野野田田　　晃晃・・原原田田　　裕裕史史・・林林　　高高史史
((阪阪大大院院工工))

抗抗原原応応答答性性蛍蛍光光ププロローーブブ抗抗体体のの開開発発
○○福福永永　　圭圭佑佑・・NNoovviittaassaarrii　　DDiiaann・・渡渡邉邉　　貴貴
嘉嘉・・芳芳坂坂　　貴貴弘弘
((北北陸陸先先端端大大ママテテリリアアルル系系))

22--0066

DDNNAA中中ののTT--TTミミススママッッチチ構構造造をを選選択択的的ににアアルルキキ
ルル化化すするる小小分分子子のの開開発発
○○鬼鬼塚塚　　和和光光・・宇宇佐佐美美　　彬彬・・山山置置　　佑佑大大・・小小林林
倫倫仁仁・・MMaaddookkaa  EEuurriikkaa　　HHaazzeemmii・・千千国国　　友友
子子・・片片平平　　正正人人・・永永次次　　史史
((東東北北大大多多元元研研・・京京大大エエネネルルギギーー理理工工学学研研))

RReeaall  ttiimmee  mmoolleeccuullaarr  ssccaallee  oobbsseerrvvaattiioonn  ooff
tthhee  bbeehhaavviioorr  ooff  aappoo--ffeerrrriittiinn  iinn  ssoolluuttiioonn  wwiitthh
vvaarriiaabbllee  ppHH  aanndd  iioonniicc  ssttrreennggtthh..
○○BBaassuuddeevv　　MMaaiittyy・・KKeennttoo　　NNiiwwaassee・・
TTaakkaaffuummii　　UUeennoo
((TTookkyyoo  IInnssttiittuuttee  ooff  TTeecchhnnoollooggyy))

細細胞胞質質側側膜膜表表面面のの解解析析をを志志向向ししたた細細胞胞膜膜シシーートト
のの開開発発
○○山山口口　　哲哲志志・・泉泉田田　　森森・・三三澤澤　　龍龍志志・・山山平平
真真也也・・長長棟棟　　輝輝行行・・岡岡本本　　晃晃充充
((東東大大先先端端研研・・東東大大院院工工))

22--0077

DDNNAAをを光光反反応応場場ととししてて利利用用ししたた同同種種色色素素間間エエネネ
ルルギギーー移移動動のの解解析析
○○樫樫田田　　啓啓・・河河合合　　隼隼人人・・荒荒木木　　保保幸幸・・和和田田
健健彦彦・・浅浅沼沼　　浩浩之之
((名名大大院院工工・・JJSSTTささききががけけ・・東東北北大大多多元元研研))

人人工工ルルテテニニウウムム－－ペペププチチドドにによよるる光光化化学学的的CCOO22
還還元元触触媒媒反反応応
○○石石田田　　斉斉・・小小島島　　千千明明・・大大塚塚　　敦敦史史・・板板橋橋
淳淳・・神神谷谷　　将将也也
((北北里里大大院院理理))

膜膜タタンンパパクク質質検検出出のの高高感感度度化化にに向向けけたた蛍蛍光光性性膜膜
アアンンカカーー基基質質のの開開発発
○○登登　　貴貴信信・・兜兜坂坂　　健健太太・・河河村村　　明明・・城城市市　　大大
勢勢・・神神野野　　健健太太・・岸岸村村　　顕顕広広・・森森　　健健・・片片山山
佳佳樹樹　　((九九大大院院工工))

1144::5500--1166::1100 核核酸酸関関連連
座座長長：：勝勝田田　　陽陽介介（（熊熊本本大大院院先先端端））

ペペププチチドド・・蛋蛋白白・・酵酵素素
座座長長：：森森本本　　淳淳平平（（東東大大院院工工））

分分析析・・計計測測・・セセンンササーー・・デデババイイスス
座座長長：：長長門門石石　　曉曉（（東東大大医医科科研研、、東東大大院院工工））

22--0088

金金属属錯錯体体形形成成をを駆駆動動力力ととししたた人人工工DDNNAA三三叉叉路路分分
岐岐モモチチーーフフのの構構造造変変換換
○○竹竹澤澤　　悠悠典典・・米米田田　　周周平平・・榊榊原原　　志志織織・・中中間間
貴貴寛寛・・DDuuppeeyy　　JJeeaann--LLoouuiiss・・塩塩谷谷　　光光彦彦
((東東大大院院理理))

改改良良TTRRAAPP  提提示示法法にによよるるmmRRNNAAへへのの人人工工抗抗体体提提
示示のの高高効効率率化化
○○近近藤藤　　太太志志・・石石崎崎　　敬敬悟悟・・藤藤野野　　公公茂茂・・村村上上
裕裕
((名名大大院院工工))

ルルテテニニウウムム錯錯体体をを備備ええたたナナノノ粒粒子子・・会会合合体体をを用用
いいたた生生体体内内酸酸素素イイメメーージジンンググ
栗栗原原　　亮亮介介・・北北嶋嶋　　夏夏子子・・梅梅原原　　由由衣衣・・芳芳原原
和和希希・・孫孫　　安安生生・・近近藤藤　　輝輝幸幸・・○○田田邉邉　　一一仁仁
((青青山山学学院院大大理理工工・・京京大大院院工工))

22--0099

DDNNAA四四重重ららせせんん構構造造にによよるる転転写写制制御御機機構構：：ががんん
進進行行過過程程ににおおけけるるノノンンココーーデディィンンググ領領域域のの役役割割
○○建建石石  寿寿枝枝・・川川内内  敬敬子子・・大大山山  達達也也・・杉杉本本  直直
己己　　((甲甲南南大大FFIIBBEERR・・甲甲南南大大FFIIRRSSTT))

ララボボオオーートトメメーーシショョンンにによよるる新新規規機機能能性性環環状状ペペ
ププチチドド開開発発のの加加速速
○○西西尾尾　　洸洸祐祐・・木木崎崎　　昂昂裕裕・・後後藤藤佑佑樹樹・・加加藤藤敬敬
行行・・菅菅　　裕裕明明
((東東大大院院理理・・株株式式会会社社安安川川電電機機))

1199FF  NNMMRRをを用用いいたたアアミミノノ酸酸同同時時一一斉斉解解析析法法のの開開
発発
○○坂坂本本　　隆隆・・QQiiuu　　ZZhhiiyyoonngg・・藤藤本本　　健健造造
((和和大大シシスステテムム工工・・北北陸陸先先端端大大院院ママテテリリアアルル))

22--1100

RRGGGG繰繰りり返返しし領領域域のの核核酸酸結結合合性性のの制制御御機機構構
○○大大吉吉　　崇崇文文・・八八木木　　涼涼太太
((静静大大院院理理))

合合成成さされれるる金金ナナノノ粒粒子子物物性性をを選選択択ででききるるペペププチチ
ドド触触媒媒ののススククリリーーニニンンググ
○○田田中中　　祐祐圭圭・・大大河河内内　　美美奈奈
((東東工工大大物物質質理理工工))

ソソルルババトトククロロミミズズムムをを示示すす近近赤赤外外蛍蛍光光色色素素のの創創
製製
○○多多喜喜正正泰泰，，ママレレクク・・ガガーージジボボウウススキキーー，，山山口口
茂茂弘弘　　((名名大大IITTbbMM、、JJSSTTささききががけけ、、名名大大院院理理))

22--1111

AADDAARRのの編編集集活活性性をを部部位位特特異異的的にに誘誘導導すするるガガイイ
ドドRRNNAAのの構構築築
○○野野瀬瀬　　可可那那子子・・野野口口　　龍龍磨磨・・星星野野　　莉莉奈奈・・増増
田田　　修修樹樹・・中中川川　　裕裕之之・・福福田田　　将将虎虎
((福福岡岡大大理理化化学学・・福福岡岡大大理理地地球球圏圏科科学学))

ケケーージジドドアアミミノノアアシシルルttRRNNAAをを用用いいたたタタンンパパクク
質質生生合合成成のの光光誘誘導導
○○大大槻槻　　高高史史・・神神崎崎　　重重人人・・西西村村　　紗紗恵恵・・国国広広
芳芳朗朗・・渡渡邉邉　　和和則則
((岡岡山山大大院院自自然然科科学学))

細細胞胞ササイイズズリリポポソソーームムおおよよびび生生細細胞胞をを用用いいたた親親
水水性性ナナノノゲゲルルののササイイズズ依依存存的的取取りり込込みみ挙挙動動解解析析
市市川川　　晶晶子子・・下下川川　　直直史史・・高高木木　　昌昌宏宏・・○○北北山山
雄雄己己哉哉・・竹竹内内　　俊俊文文
((神神戸戸大大院院工工・・北北陸陸先先端端大大ママテテリリアアルル))

1188::3300--2200::3300 懇懇親親会会（（東東京京大大学学生生協協　　本本郷郷第第二二食食堂堂））

            第11回バイオ関連化学シンポジウム　プログラム
         9月8日（金） 午後

                                                      休休憩憩（（１１００分分））

                                                      休休憩憩（（１１００分分））

                                                      移移動動

1166::2200--1177::5500 ポポススタターー発発表表  22PPBB--0011  ～～  22PPBB--8811  （（22PPBB0011～～2211;;  会会議議室室、、22PPBB2222～～8811;;  セセイイホホククギギャャララリリーー））
1166::2200--1177::0055  奇奇数数番番号号　　　　　　　　1177::0055--1177::5500  偶偶数数番番号号



A会場
（弥生講堂・一条ホール）

B会場
（農学部２号館　第１講義室）

99::3300--1100::5500 糖糖・・脂脂質質・・ペペププチチドド・・蛋蛋白白・・酵酵素素
座座長長：：萩萩原原　　伸伸也也（（名名大大院院理理））

ペペププチチドド・・蛋蛋白白・・酵酵素素・・メメデディィカカルルババイイオオ
座座長長：：若若林林　　里里衣衣（（九九大大院院工工））

33--0011

膜膜ドドメメイインンににおおけけるる光光誘誘起起エエネネルルギギーー移移動動反反応応
制制御御
○○越越山山　　友友美美・・井井上上　　雄雄希希・・波波多多江江　　達達・・大大場場
正正昭昭　　((九九大大院院理理))

酵酵素素をを利利用用ししたたデデンンププンンかかららののmmyyoo--iinnoossiittooll合合
成成
○○跡跡見見　　晴晴幸幸・・藤藤永永　　匠匠平平・・藤藤澤澤　　智智子子
((京京大大院院工工合合成成生生化化・・JJSSTT  CCRREESSTT))

33--0022

リリポポソソーームムデディィススププレレイイ法法にによよるる計計算算機機デデザザイイ
ンン新新規規人人工工膜膜タタンンパパクク質質のの性性状状解解析析
岡岡村村　　昂昂典典・・渡渡邉邉　　肇肇・・○○松松浦浦　　友友亮亮
((阪阪大大院院工工生生命命先先端端))

磁磁性性細細菌菌ゲゲノノムムのの改改変変にによよるる磁磁気気微微粒粒子子合合成成ププ
ロロセセススのの制制御御
○○新新垣垣　　篤篤史史・・依依田田　　卓卓東東・・丸丸山山　　実実菜菜・・松松永永
是是　　((東東京京農農工工大大院院工工))

33--0033

DDNNAA複複製製開開始始タタンンパパクク質質をを利利用用ししたたDDNNAA--タタンン
パパクク質質ハハイイブブリリッッドド分分子子のの構構築築
○○三三重重　　正正和和・・新新美美　　貴貴大大・・眞眞下下　　泰泰正正・・小小畠畠
英英理理
((東東工工大大生生命命理理工工・・東東工工大大院院総総合合理理工工))

セセンンダダイイウウイイルルススCC蛋蛋白白質質にによよるるIIFFNN--
aallpphhaa//bbeettaaシシググナナルル伝伝達達阻阻害害機機構構
○○小小田田　　康康祐祐・・小小田田　　隆隆・・的的場場　　康康幸幸・・入入江江
隆隆・・佐佐藤藤　　衛衛・・坂坂口口　　剛剛正正
((広広大大院院医医歯歯薬薬保保健健・・横横市市大大院院生生命命医医科科))

33--0044

配配列列選選択択的的RRNNAA結結合合蛋蛋白白質質PPUUFFのの結結合合領領域域のの拡拡
張張とと遺遺伝伝子子発発現現制制御御
○○今今西西　　未未来来・・篠篠田田　　昂昂樹樹・・辻辻　　将将吾吾・・二二木木
史史朗朗　　((京京大大化化研研))

抗抗体体／／分分子子イインンププリリンントトポポリリママーーハハイイブブリリッッドド
材材料料にによよるるエエククソソソソーームムのの高高感感度度蛍蛍光光セセンンシシンン
ググ　　平平瀬瀬　　充充寛寛・・森森重重　　森森重重・・森森　　貴貴翔翔・・高高野野
恵恵里里・・香香門門　　悠悠里里・・北北山山　　雄雄己己哉哉・・○○竹竹内内　　俊俊
文文　　((神神戸戸大大院院工工))

1111::0000--1122::2200 ペペププチチドド・・蛋蛋白白・・酵酵素素
座座長長：：三三重重　　正正和和（（東東工工大大生生命命理理工工））

メメデディィカカルルババイイオオ
座座長長：：竹竹内内　　俊俊文文（（神神戸戸大大院院工工））

33--0055

シシググナナルル増増大大型型1199FF  MMRRIIナナノノププロローーブブをを用用いいたた
生生体体内内酵酵素素活活性性のの1199FF  MMRRイイメメーージジンンググ
○○赤赤澤澤　　一一樹樹・・杉杉原原　　文文徳徳・・水水上上　　進進・・菊菊地地
和和也也
((阪阪大大院院工工・・阪阪大大免免フフロロ・・東東北北大大多多元元研研))

血血中中循循環環ががんん細細胞胞をを検検出出・・捕捕捉捉・・培培養養をを目目的的とと
すするる簡簡易易デデババイイススのの開開発発
○○青青木木　　伸伸・・BBaabbiittaa　　SShhaasshhnnii・・松松浦浦　　英英彦彦・・
平平田田　　拓拓諒諒・・野野村村　　健健太太・・竹竹村村　　裕裕・・安安盛盛　　敦敦
雄雄・・秋秋本本　　和和憲憲・・伊伊藤藤　　典典彦彦・・大大崎崎　　智智弘弘
((東東京京理理大大薬薬・・東東京京理理大大基基礎礎工工・・東東京京理理大大理理
工工・・鳥鳥取取大大動動物物医医療療セセ))

33--0066

寄寄生生植植物物スストトラライイガガのの発発芽芽制制御御分分子子のの開開発発
○○吉吉村村　　柾柾彦彦・・土土屋屋　　雄雄一一朗朗・・佐佐藤藤　　良良勝勝・・佐佐
藤藤　　綾綾人人・・木木下下　　俊俊則則・・伊伊丹丹　　健健一一郎郎・・萩萩原原
伸伸也也
((名名大大院院理理・・WWPPII--IITTbbMM・・JJSSTTささききががけけ))

SSoolliidd--iinn--OOiill化化技技術術をを利利用用ししたた生生体体高高分分子子のの経経皮皮
デデリリババリリーー
○○田田原原　　義義朗朗・・若若林林　　里里衣衣・・北北岡岡　　桃桃子子・・神神谷谷
典典穂穂・・後後藤藤　　雅雅宏宏
((九九大大院院工工・・九九大大未未来来化化セセ・・九九大大経経皮皮吸吸収収セセ））

33--0077

アアデデニニレレーーシショョンンドドメメイインンのの活活性性部部位位制制御御とと機機
能能開開拓拓
○○石石川川　　文文洋洋・・田田邉邉　　元元三三
((近近畿畿大大薬薬))

ヘヘミミンン含含有有免免疫疫活活性性化化剤剤のの開開発発
○○星星　　和和明明・・山山崎崎　　智智彦彦・・津津川川　　若若子子・・早早出出
広広司司　　((農農工工大大院院・・工工・・生生命命工工・・物物材材研研・・機機能能
性性材材料料研研究究拠拠点点))

33--0088

低低分分子子リリガガンンドド－－タタンンパパクク質質間間結結合合ににおおけけるる
NN++--CC--HH……OO水水素素結結合合
○○伊伊藤藤　　幸幸裕裕・・中中島島　　佑佑介介・・鈴鈴木木　　孝孝禎禎
((京京府府医医大大院院医医))

　　　　　　　　　　　　　　　　　　休休憩憩（（1100分分））

            第11回バイオ関連化学シンポジウム　プログラム
         9月9日（土） 午前


